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新型コロナウイルスに有効な高活性ペプチド

◼ 新型コロナウイルス感染症は現在も疾病負荷の大きな感染症です。
特に免疫抑制患者などリスク者に有効な治療薬開発が課題です。

◼ 時代と共に変異していくウイルスに対して、時代を問わず有効な治
療薬とはどのようなものか、開発にはどんな戦略が有効であるか、
アプローチが問われます。

◼研究者情報

◼研究アイディア・技術シーズ

◼今後の計画等

◼研究概要図

◼ 研究の独自性・優位性：新型コロナウイルスのスパイクを標的とし
たこれまでの抗体薬は、変異株出現によって効果が影響を受けるの
が弱点でした。そこでペプチドモダリティを利用して、最新の流行
変異株まですべての新型コロナウイルスに等しく有効なシーズを同
定しました。その理由は、これまでにない新たな領域（株間で変異
が少ない）を標的とするためです。

◼ モダリティ：ペプチド

◼ 開発段階：細胞、動物への感染実験で評価済。特定臨床研究、臨床
第I相試験を終了し、良好な結果を得ました。

◼ 対象病原体：新型コロナウイルス

◼ 特徴：スパイク内の新たな標的部位。既存薬との併用で薬効増強。
健常人に高い認容性。

◼ 研究者名 渡士 幸一 部長

◼ 担当者 大橋 啓史 研究員

◼ 所属 国立感染症研究所 治療薬開発研究部

◼ 共同研究相手 あり（企業）

◼ 知財取得済

◼ 開発候補品はすでに決定し、臨床第I相試験まで終了

◼ 今後さらなる臨床開発へ

◼背景・解決したい課題

【治療薬】：重点感染症/新型コロナウイルス
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